
１

（１）

（２）

２

（１）

（２）

（３）

杆体 オ 赤 カ 緑

（２点×３＝６点）

※ 明度を変えるでも可

パターン模様を利用する

① Ｃ ② Ｈ ③ Ａ

④ Ｅ ⑤ Ｂ ⑥ Ｇ

（２点×６＝12点）

③

　　　　　　　　　令和６年度　養護専門科目　解答例
（７枚のうち１）

受
験
校
種

教
科
科
目

養
護
専
門

受
験
番
号

得
　
　
点

（１点×４＝４点）

○

×

④

① × ② ○

（２点×７＝14点）

ア 水晶体 イ 角膜 ウ 虹彩

エ 毛様体 オ 中心窩 カ 硝子体

キ 視神経

（１点×７＝７点）

網膜

キ 視物質

境界線をはっきり示す

凡例を文字や記号で併記する

※ オ、カは順不同

イ 視細胞 ウ 錐体ア

エ



３

（１）

（２）

（３）

４

（１）

（２）

（３）

得
　
　
点

（２点×３＝６点）

蒸発 イ まばたき

（２点×２＝４点）

ア 角度 イ 下げる

※ ウ、エは順不同

エ 採光 オ 冷暖房

7 イ 保健指導 ウ 通風

（２点×５＝10点）

（７枚のうち２）

ア ウ 酸素

教
科
科
目

養
護
専
門

① ○ ② ○ ③ ×

受
験
校
種

④ × ⑤ ○

　　　　　　　　　令和６年度　養護専門科目　解答例

（１点×５＝５点）

ウ ②

受
験
番
号

ア

イ ③ ア

（２点×３＝６点）

体温計 ピンセット ピンセット立て

（１点×３＝３点）

①

※ 剪刀、膿盆、ガーゼ缶等でも可



５

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

①

②

成人 オ 幼児・小児

（例）異物を抜かずにそのままの状態で止血する。

（２点×１＝２点）

窒息のサイン

イ 9 ウ 5

エ

腹部突き上げ法

背部叩打法

　　　　　　　　　令和６年度　養護専門科目　解答例
（７枚のうち３）

受
験
校
種

得
　
　
点

（２点×３＝６点）

Ｒ けがをした部位を動かさないようにし、安静を保つ。

Ｉ けがをした部位を氷水を入れた氷のうで冷す。

傷口の洗浄 止血 傷口の保護

教
科
科
目

養
護
専
門

受
験
番
号

ア 手掌

※ チョークサインでも可

（２点×５＝10点）

伸縮性のある包帯等で患部を軽く圧迫しながら巻く。

（２点×４＝８点）

Ｅ けがをした部位を心臓より高い位置に保つ。

（２点×１＝２点）

（例）切り落とされた指を清潔なガーゼで包み、ビニール袋に入れ、直接水に入れないようにして、氷
水の入ったビニール袋に入れる。

（２点×１＝２点）

Ｃ

（２点×２＝４点）



６

（１）

（２）

（３）

７

（１）

※②の名称ははおたふくかぜでも可

（２）

④ 〇 ⑤ ×

ジフテリア ジフテリア菌

③ 髄膜炎菌性髄膜炎 髄膜炎菌

④

名称 病原体

① 流行性角結膜炎 アデノウイルス

② 流行性耳下腺炎 ムンプスウイルス

× ② 〇 ③ ○

ア 生活の質 イ 課題

健康・安全

（１点×４＝４点）

ウ

（７枚のうち４）

受
験
校
種

オ 態度エ 他者に伝える力

ア 心身の健康 イ 豊かなスポーツライフ

①

ウ

リスク

（1点×８＝８点）

エ 環境づくり

（２点×１＝２点）

（例）糞便・血液・体液・吐物等に接するときには、素手で扱うことを避け、手袋をすること、必要に
応じてマスクやゴーグルをつけること、接した後は手洗いをより丁寧に行うこと。

得
　
　
点

　　　　　　　　　令和６年度　養護専門科目　解答例

（１点×５＝５点）

（1点×５＝５点）

教
科
科
目

養
護
専
門

受
験
番
号



８

９

（１）

（２）

エ Ｆ

Ａ

(10) Ｂ

ア Ｈ イ Ｅ ウ Ｂ

牛乳 ウ 小麦ア 鶏卵

(７) Ｂ (８) Ａ (９)

(１) Ｂ (２) Ｂ (３) Ｂ

(４) Ａ (５) Ｂ (６) Ａ

受
験
校
種

　　　　　　　　　令和６年度　養護専門科目　解答例
（７枚のうち５）

エ ソバ オ クルミ

（１点×４＝４点）

養
護
専
門

受
験
番
号

得
　
　
点

教
科
科
目

イ

（１点×10＝10点）

（１点×５＝５点）



10

（１）

（２）

11

（１）

（２）

①

②

油

イ

オ

ウ

カ

Ａ

ビタミンＢ₁

（１点×４＝４点）

脂溶性ビタミン

水溶性ビタミン

　　　　　　　　　令和６年度　養護専門科目　解答例
（７枚のうち６）

カ

ウ 主食

※ オ、カは順不同

（１点×４＝４点）

ビタミンＡ　、　ビタミンＤ

ビタミンＢ₁　、　ビタミンＣ

ビタミンＡ

（２点×３＝６点）

家族の結核罹患歴本人の結核罹患歴 予防内服歴

イ

ビタミンＣ

ビタミンＤ

ア 食物せんい

（２点×１＝２点）

※ 高まん延国での居住歴、自覚症状・健康状態、BCG接種の有無でも可

かみごたえ

（２点×６＝12点）

受
験
校
種

教
科
科
目

養
護
専
門

受
験
番
号

エ 主菜 オ 砂糖

得
　
　
点



12

（１）

（２）

（３）

　　　相談者のプライバシーが守られるように十分配慮すること　　 　　

　　　継続支援が必要な場合は、校内組織及び必要に応じて関係機関と連携して実施すること

（例）てんかんの症状や発作時の対処方法について

（例）児童生徒、保護者等が相談しやすい環境を整えること

（２点×３＝６点）

（７枚のうち７）
　　　　　　　　　令和６年度　養護専門科目　解答例

得
　
　
点

受
験
校
種

教
科
科
目

エ 支援

（２点×２＝４点）

（２点×４＝８点）

ア 心身 イ 保護者 ウ 適応

　　　本人が安心して学校生活を送ることができるような配慮事項について

養
護
専
門

受
験
番
号


